
経営情報学部棟 1階 4111 教室

1959年東京生まれ。演出家。SPAC-静岡県舞台芸術センター芸術総監督。東京大学で小田島雄志・渡辺守章・
日高八郎各師から演劇論を学び、90年ク・ナウカ旗揚げ。国際的な公演活動を展開し、同時代的テキスト解釈と
アジア演劇の身体技法や様式性を融合させた演出で国内外から高い評価を得る。2007年4月SPAC芸術総監督
に就任。自作の上演と並行して世界各地から現代社会を鋭く切り取った作品を次 と々招聘、「世界を見る窓」とし
ての劇場づくりに力を注いでいる。2018年3月、『アンティゴネ』ほかで芸術選奨文部科学大臣賞を受賞。

宮城 聰

宮
城
聰

芸
術
総
監
督

S
P
A
C
宮
城
聰

芸
術
総
監
督

S
P
A
C

 ©Ryota Atarashi

宮城聰演出・SPAC 新作『顕れ（レヴェラシオン）』について


